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　新型コロナウイルスにより消費者のライフス
タイルや心理状態が大きく変化したことに伴っ
て，消費者の購買行動も大きく変化した。EC
サイトの利用の増加はその代表例である。新型
コロナウイルスによって消費者が ECサイトを
利用することが多くなったのならば，ECサイ
トが行っている価格プロモーションの効果が大
きくなっていることが予想される。また，複数
の商品カテゴリーに対する需要が変化したこと
も報告されている。需要の変化の程度が商品カ
テゴリーによって異なるならば，プロモーショ
ンの効果の変化の大きさも異なることが予想
される。そこで，本研究では ECサイトの POS
データを用いて，階層ベイズ線形回帰モデルに

より，2種類のセールスプロモーションの効果
の変化およびその商品カテゴリー異質性につい
て分析した。その際，モデルを拡張することに
よって，構造変化点も同時に推定した。その結
果，新型コロナウイルスにより多くの商品カテ
ゴリーにおいて売上が増加し，セールスプロモ
ーションの効果も大きくなっていた。また，売
上やセールスプロモーションの効果において変
化の程度が商品カテゴリー間で異なることが明
らかになった。さらに，構造変化が３月の最終
週から４月の第２週に起こったことが明らかに
なり，外出自粛要請や緊急事態宣言が消費者の
購買行動の変容を促したことが示唆された。
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